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コンセプト / シンボルマーク・ロゴタイプ基本設計 01

■ シンボルマーク

コンセプト

■ ロゴタイプ （漢字・英語表記） ベースフォント：モリサワフォークPro M 　※ 「山口」 部分のみ左記フォントを加工

英語表記の頭文字「Y」をモチーフに、“やさしさ・思いやり”を大切にする大学をイメージしています。

キャンパスに集い、社会に大きく羽ばたく若者たちの躍動感も表現しています。

特色カラー
 D IC 196

カラーセット
C20%+M100%+Y55%+K10%

RGBカラー
R187 +G7 +B87

特色カラー
 D IC582

カラーセット
K100%

RGBカラー
R0 +G0 +B0



シンボルマーク・ロゴタイプ上下組（基本形） 02

■ 上下組（基本形）_カラー

■ 上下組（基本形）_単色

特色カラー
 D IC 196

カラーセット
C20%+M100%+Y55%+K10%

RGBカラー
R187 +G7 +B87

特色カラー
 D IC582

カラーセット
K100%

RGBカラー
R0 +G0 +B0

特色カラー
 D IC582を80%

カラーセット
K80%

RGBカラー
R51 +G51 +B51

特色カラー
 D IC582

カラーセット
K100%

RGBカラー
R0 +G0 +B0



展開例_横組・最小サイズ 03

■ 横組

■ 最小サイズ （視認性を損なわないため以下サイズ以上での使用を推奨）

■ カラー

■ 上下組 ■ 横組

■ 単色

印刷 ： 横幅13mm以上 印刷 ： 横幅30mm以上

ディスプレイ表示 ： 横幅100pixel以上 ディスプレイ表示 ： 横幅150pixel以上



展開例_欧文ロゴタイプ不記載・和文ロゴタイプ・欧文ロゴタイプ 04

■ 上下組（欧文ロゴタイプ不記載）_カラー

■ 和文ロゴタイプのみ

■ 欧文ロゴタイプのみ

■ 横組（欧文ロゴタイプ不記載）_単色

■ カラー

■ カラー ■ 単色

■ 単色



指定フォント 05

■ 和文欧文共通フォント （各種表示物・印刷物のタイトルや小見出として）

フォークPro-B

山口学芸大学は、教育者・保育者の養成に特化した
専門大学です。あいうえおアイウエオ
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ
abcdefghijkmnopqrstuvwxyz1234567890

フォークPro-M

山口学芸大学は、教育者・保育者の養成に特化した
専門大学です。あいうえおアイウエオ
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ
abcdefghijkmnopqrstuvwxyz1234567890

■ 和文欧文共通フォント （印刷物の本文候補として）

新ゴPro-M （他にU/H/B/DB/R/L有り）

山口学芸大学は、教育者・保育者の養成に特化した
専門大学です。あいうえおアイウエオ
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ
abcdefghijkmnopqrstuvwxyz1234567890

A1ゴシック-M （他にB/R/L有り）

山口学芸大学は、教育者・保育者の養成に特化した
専門大学です。あいうえおアイウエオ
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ
abcdefghijkmnopqrstuvwxyz1234567890

各種表示物、印刷物等で使用するフォントに下記を用いることでイメージ統一を図れます。

ただし、既存表示物との親和性を損なわぬよう配慮のうえ使用してください。

また、その他のフォントの使用を禁ずるものではありません。



■ 和文ロゴタイプのみ ■ 欧文ロゴタイプのみ

スペースガイド 06

イメージを損なわないために、一定の余白スペースを確保してください。

以下のスペース内に他の要素が入り込まないようレイアウトに配慮してください。

■ 上下組（基本形）

■ 横組

■ 横組（欧文ロゴタイプ不記載）

■ 上下組（基本形・欧文ロゴタイプ不記載）



展開例_反転使用例 07

■ 単色背景で反転して使用する場合

■ 横組

■ ロゴタイプ

■ 和文ロゴタイプのみ

■ 欧文ロゴタイプのみ

■ 最小サイズ

■ 上下組（基本型） ■ 上下組（基本形・欧文ロゴタイプ不記載）



使用禁止例 08※以下に示した以外の事例に関しましては管理者へご相談ください。

■ 間隔を変えてはいけません。

■ 枠線で表示してはいけません。

■ 指定以外のカラーを使用してはいけません。 ■ 低解像度で使用してはいけません。

■ 異なる書体を使用してはいけません。

山口学芸大学
Yamaguchi Gakugei University

■ 変形させて使用してはいけません。

■ 要素の一部が欠けた状態で使用してはいけません。

■ グラデーション処理を施してはいけません。

■ ドロップシャドウを施してはいけません。

■ 立体的な表現を施してはいけません。

■ 可読性が低くなる背景の上に配置してはいけません。

■ 他の要素を加えてはいけません。


